
















身に付けた知識 ・ 技能を活用 • 発揮しながら自分に何ができるのかを認識し，問題解決にあたろうとす









で3つの対話2の充実をめざして研究に取り組んできた 1つの成果と して考えられる。しかし，もう 1つ
の自己との対話についてはそれぞれの教科で，それぞれの単元において高めることは図ってきたものの，
1 Volatility (変動性）， Uncertainty(不確実性）， Complexity(複雑性），Ambiguity(曖昧性）の頭文字をつなぎ合わ
せた造語で，現代社会がきわめて予測困難な状況に直面していることを示した言葉。











切り離した 1つの資質 ・能力 「省察性」として確実に身に付けさせたいと考えた。









































































































































































田村 (2019) りま， 「深い学び」は，「活用 • 発揮」 を繰り返すアウトプットにより，知識が構造化され，
高度化されていくと述べている。 また，この「活用 • 発揮」については，授業のイノベーションとカリ
キュラム ・マネジメントによって実現していくとも述べている。学びが深まることで探究が進み，探究
力が育まれることを目指し研究に取り組んだ昨年度は，授業のイノベーションにばかり目が向いていた
反省がある 。 そこで， 本年度は子どもが「活用 • 発揮」を繰り返し，より汎用性の高い探究力を身に付
けていくためのカリキュラム ・マネジメントについて考えていきたい。
昨年度，校内研究授業で探究的な学びについて協議する中で， 子どもが知識を活用 • 発揮する場面に
ついて協議する場面が何度もあった。この知識を活用した子どもは，教師が意図したものではなく ，そ
の子どもが学びの中で，知識とつながっていることが多かった。このような子どもはこれまでの授業で
も見られることは少なくなかった。 つまり，教師が意図しなくても子どもが知識を活用 • 発揮すること
があり，それが学びを深め子どもの探究力向上につながっていくことは感じていた。これを，教師が意




7 田村学『「深い学び」を実現するカリキュラム ・マネジメント』 p.31
― 8 ―
カリキュラム ・マネジメントの中核となるカリキュラム ・デザインとして，グランド ・デザインに基
づく単元配列表づくりには昨年度も取り組んだ。しかし，グランド ・デザインと学習指導要領で示され







異なる文脈で知識を活用 • 発揮するカリキュラム ・ マネジメントと学習課題を工夫すること
で，より汎用性の高い探究力を育むことができるであろう。
異なる文脈で知識を活用 • 発揮することは， 学習の転移を目指したものである。 しかし ， 奈須 (2017)
8は学習の転移は簡単に起こるものではないと述べている。そこで，発達段階に応じて，単元内の活用や
同教科内の活用から知識を活用 • 発揮させていくことに取り組む。 なお ， 単元内の活用や同教科内の活










が「知識 ・技能」「思考カ ・判断カ ・表現力」「学びに向かう力」のいずれにつながっていくのかを考え
る。田村 (2019) 9は， 「00カ」が存在する学校は， 「00カ」を 3つの柱にブレイクダウンする必要が
あると述べている。そこで，カリキュラム ・デザインの過程で，教科横断的な学びを行うことがどのよ
うな資質 ・能力育成につながるのかを意識していく。
8奈須正裕 『「資質 ・能力」と学びのメカニズム』p.62 
，田村学『「深い学び」を実現するカリキュラム ・マネジメント』p.75 
― 9 ―




























































方法知が必要であるが，それ自体が目的にはならない。田村 (2015) 17は「考えるための技法 （いわゆ
る思考スキル）」が探究することの通過点において，確実に「活用 • 発揮」され，身に付いていくこと
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